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　飯坂事務局長から第200号の原稿依頼があった。理由は第100号の編集後記を私が書いていたから、だそう

である。

　平成４年12月15日第100号発行。当時33才、教育庁保健体育課に勤務していた。前年まで県立体育館（ス

ポーツ振興事業団）に在籍し、公用車に「グラウンドゴルフ｣｢ペタンク｣｢スマイルボーリング」等の用具を

積み込み、県内各市町村を駆け回っていた。当時の日本は「働き過ぎ」が国内外から指摘され、政府は年間

労働時間を1800時間に短縮することを目標に定め、学校に於いては毎月第２土曜日を休業とする学校週５日

制が初めて導入された年でもある。そのような時代背景の中「余暇時間の充実｣｢Sports for All」がキーワー

ドとなり、スポーツは全ての人にとって身近なものとして脚光を浴びることになる。スポーツ事情の大きな

転換期であった。また、この年の流行語大賞は百才になる双子の姉妹「きんさん　ぎんさん」が受賞し、元

気なお年寄りの明るいイメージはそれに拍車を掛けた。

　現在のスポーツを思うとき、どうしてもコロナの３文字が頭の中を埋め尽くしてしまう。私は秋田高校陸

上競技部の顧問として16年目を迎えるが、昨年は女子総合４連覇を目指した県高校総体が中止になった。人

生で一度きり、選手にとって一番大切な目標が奪われた。あらゆるスポーツ場面で過去にない判断を余儀な

くされた。しかし今となって振り返ると、また違った側面も見えてくる。第一に緊急事態宣言中にあっても

散歩やジョギングは優先的に自粛対象から外されたし、無観客の東京オリンピックは、私的に過去一番感

動的だった。コロナ禍だからこそ、外で体を動かすことの心地よさや大切さを再認識できたし、トップアス

リートの苦悩や努力や創造力が心に染みた。オリンピック開会式の選手入場でこんなにも心が動くのかと自

分自身に驚いた。スポーツの意義や原点を振り返る機会になったのである。卒業した教え子達は、遠隔の地

からオンラインで今も後輩達をサポートしてくれている。

　私も残り数年で退職である。生徒と離れることに

不安もあるが、県立プールやトレイクに通ったり、

自然豊かな郷土のウォーキングを想像するとワクワ

クが止まらない。それにもう一つ目標ができた｡｢ス

ポーツ秋田」第300号。その時秋田のスポーツはど

う変わっているのか、未来に思いを馳せると楽しく

なってくる。

若美走り納め駅伝に卒業生と参加
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　追悼
公益財団法人秋田県スポーツ協会　会長　鶴　田　有　司

　突然の訃報に驚き、言葉も出ませんでした。当協会名誉会長の蒔苗昭三郎氏が去る11月11日にご逝去なさ
いました。今年の３月には前会長の小笠原直樹氏がお亡くなりになられたばかりであります。秋田県スポー
ツ界の発展に尽力された偉大な先輩２氏が相次いで旅立たれたことは本当に残念であります。小笠原氏の後
を継いで会長としてスタートしたばかりの私にとっては道標とすべき大きな柱を失った思いでもあります。
　蒔苗氏は秋田県バスケットボール競技の振興に尽くされました。秋田いすゞバスケットボール部を全国有
数のチームに育てられ、昭和59年には全日本総合バスケットボール選手権大会で優勝し天皇杯を獲得されま
した。秋田県バスケットボール界にまさに金字塔を打ち立てました。
　平成19年の「秋田わか杉国体」では、㈶秋田県体育協会（現(公財)秋田県スポーツ協会）会長として素晴
らしいリーダーシップを発揮されました。その努力が結実し、総合優勝に導き、天皇杯、皇后杯を秋田県に
もたらしました。国体の数年前から綿密な計画を立て、各競技の練習会場へ足を運び、激励されたことはも
ちろんのこと、選手の発掘や、育成方法の指導にいたるまで並々ならぬ覚悟をもって活動をされたとうか
がっております。
　令和２年には、多額のご寄付を頂戴しました。寄付をもとに「蒔苗スポーツ指導者賞」を創設させていた
だきました。秋田県スポーツ界や当協会にとりましても大きな存在となっております。
　蒔苗氏の思いを受け継ぎ、協会一体となり、秋田県スポーツの一層の発展に尽くすことをお誓い申し上げ
ます。ここに改めてご冥福をお祈り申し上げます。

蒔苗　昭三郎 氏（公益財団法人秋田県スポーツ協会名誉会長）
令和３年11月11日、秋田市内の病院で死去。

　故　蒔苗　昭三郎 氏のご功績を称え、
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

1932年７月　北秋田郡扇田町（現大館市比内町）に生を受ける。
1956年　　　秋田いすゞ自動車㈱　入社
1975年　　　秋田いすゞ自動車㈱　常務取締役
1986年４月　秋田富士OA㈱（現富士フィルムBI秋田㈱）専務取締役
1989年11月　秋田富士OA㈱　代表取締役社長
2002年３月　辻 兵商事㈱　代表取締役会長
2002年11月　秋田電話工業㈱　取締役会長
2003年６月　㈱秋田ニューシティ　代表取締役会長
　　　11月　秋田ゼロックス㈱（現富士フィルムBI秋田㈱）代表取締役会長
2004年５月　秋田いすゞ自動車㈱　代表取締役会長
2005年３月　ロイヤルモーター㈱　代表取締役会長
2008年５月　㈱へいあん秋田　代表取締役会長
2011年６月　㈱秋田ケーブルテレビ　代表取締役
2018年11月　秋田ゼロックス㈱　取締相談役

　平成９年５月から㈶秋田県体育協会（現(公財)秋田県スポーツ協会）会長に就任された氏の、秋田県の
スポーツ振興における数々のご功績の中でも、平成19年に開催された「秋田わか杉国体」で悲願の天皇
杯・皇后杯獲得に導き、大会の成功にご貢献されたことは特筆すべきことであり、本県に大きな誇りを残
してくださいました。氏の情熱と行動力で、県民一丸となって国体を目指す機運を作り上げて勝ち取った
総合優勝は、後世に語り継がれる大金字塔であります。私どもは、蒔苗氏の熱意と献身の賜である「秋田
わか杉国体」の貴重な財産を礎とし､｢スポーツ立県あきた」の更なる具現化に向けてこれからも努力する
ことをお誓いいたします。

訃　報
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駅伝競走男子
秋田工業高校（９年連続27回目）

主将　野
の ろ
呂 衿

えり
央
お

　この度、第72回全国高等学校駅伝競
走大会秋田県予選で優勝し、９年連続

27回目の全国大会出場を決めることができました。今年度
は、新型コロナウイルスの感染防止対策が進み、新チーム
になってからの春の伊那駅伝をはじめ、多くのレースで実
践経験を積むことができました。これができたのは、本校
陸上競技部に携わってくださった多くの方々の応援や支援
があったからこそだと心から思っています。
　今年のチームの目標は『８位入賞』｡日々の練習で切磋琢
磨しながら努力を重ね、万全の状態で挑めるよう、残りの
期間の生活や練習においての意識を高く持ち続けたいと思
います。そして、私達を応援してくださる方々への感謝の
気持ちを忘れず、秋田
県代表の名に恥じない
結果を残すために、私
達秋田工業陸上競技部
は、ゴールするまで絶
対に諦めないレースを
してきます。

バレーボール男子
雄物川高校（27年連続27回目）

主将　石
いしづか
塚 蓮

れん

　私たち雄物川高校男子バレーボール
部は、１月５日から東京体育館で開催

される春の高校バレーに出場します。１回戦は島根県代表
の松江工業高校との対戦です。春高予選以降、テンポの速
いバレーに切り替え、日々の練習に取り組んでいます。
　インターハイでは予選リーグで敗退してしまい、ミニ国
体では３位という結果で、三重国体への出場権を獲得した
ものの、新型コロナウイルス感染症の影響で中止となって
しまいとても悔しい思いをしました。コロナ禍がまだ続い
ている中ですが、春高バレーが開催されることに感謝して
プレーしたいと思います。３年生にとっては最後の大会な
ので、３年生が中心となり、家族、地域の方々、また応援
して下さる方々へ、伝統である「執念のバレー」で感動し
てもらい、恩返しができるようプレーします。また目標で
あるベスト４を必ず
達成するためにチー
ム一丸となって頑張
ります。応援よろし
くお願いします。

駅伝競走女子
大曲高校（３年ぶり７回目）

主将　吉
きっかわ
川 真

ま お
央

　３年ぶり７回目の全国高等学校駅伝
競走大会の出場権を獲得することがで

きました。この結果を残せたのは、地域の方々、先生方や
保護者の皆様のご支援、ご声援があったからです。心より
感謝申し上げます。
　今年のチームは３年生３人、２年生３人、１年生が５人
と、例年に比べ人数が多く、全員が一丸となって「都大
路」を目指して厳しい練習を積んできました。その結果、
努力が実を結び秋田県予選を突破できたことを大変嬉しく
思っています。
　全国大会では厳しい戦いが予想されますが、本番直前ま
で気を引き締めて目標に向かってより一層練習に励みたい
と思います。
　秋田県代表として、大曲高
校らしい「我慢の走り」をす
ることで、これまで支えてく
ださった方々への感謝の気持
ちを表現します。応援よろし
くお願いします。

バレーボール女子
秋田北高校（４年連続６回目）

主将　小
こまつ
松 未

み お
央

　４年連続６回目の全日本バレーボー
ル高等学校選手権大会への切符を掴む

ことができ、嬉しく思います。今年のチームは昨年度の全
国大会、そして今年度のインターハイ予選敗退の悔しさを
バネに、スパイクの決定力や１球１球の質にこだわって練
習に励んできました。予選大会では練習してきた粘りのあ
るレシーブから、どんな状況でも点数に繋げる決定力を発
揮し、接戦を制することができました。しかし、私たちが
目標としている「全国ベスト８」への道のりはもっと厳し
い戦いになると思います。全国大会に向けて、更に速い攻
撃に対するブロックとレシーブを強化し、粘りのあるチー
ムからでも点数を取り切れる攻撃力を磨いていきたいと思
います。今大会も無観客での開催になりますが、日頃支え
てくださっている全ての
方々の応援を力に、結果
で恩返しができるよう、
23人が一丸となって勝利
に尽くし、全国ベスト８
を目指します。
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バスケットボール男子
能代科学技術高校（４年連続50回目※)
※旧能代工業高校の出場回数含む

主将　藤
ふじわら
原 健

けんたろう
太郎

　私たち、能代科学技術高校バスケッ
トボール部は、県予選を突破し、全国

高校選手権大会への切符を勝ち取ることができました。今
年から校名や環境が変わり、新体制の一年間でしたが、決
して目標や自分たちのプレースタイルを変えることなく、
選手一人一人が主体性を持って活動できた年だったと思い
ます。
　昨年のウインターカップでは､｢能代工業最後の年」とい
うプレッシャーを撥ね返すことができず、自分たちのプ
レーができないまま、まさかの初戦敗退。今年は、その先
輩たちの悔しかった想いも背負い、あの敗戦は無駄ではな
かったことを証明したいと思います。そして､｢能代科学技
術高校最初の年」というプレッシャーをも撥ね返し、能代
らしく、思い切りプレーしてきます。校名が変わっても変
わらず支援し続けてくださる能代市民や様々な方々への恩
返しとなるように、最後まで
諦めず、泥臭く、全力で戦っ
てきたいと思います。応援よ
ろしくお願いいたします。

サッカー
秋田商業高校（２年ぶり46回目）

主将　中
なかの
野 宏

ひろのぶ
宣

　私達秋田商業サッカー部は、先日行
われた秋田県予選を勝ち抜き、２年

ぶり46回目の全国高校サッカー選手権大会への出場を決め
ることができました。去年の冬、今年の夏とともに全国大
会への出場を逃し、悔しい思いをしてきましたが、その分
チームが一つにまとまり、大会に臨むことができたと思い
ます。
　全国大会に向けて、自分達のコンセプトである「闘・
走・守」にもう一度磨きをかけ、厳しい戦いを勝ちきるた
めの精神力や技術力の強化に努めていくとともに、チーム
内競争の質を高め、今よりもさらに層の厚いチームになれ
るよう日々のトレーニングに取り組んでいきたいです。
　記念すべき第100回大会に出場できることへの喜びを噛
み締め、秋田県の全てのチームの想いを背負い、正々堂々
戦ってきたいと思いま
す。今まで支えて下
さった方々への感謝の
気持ちをピッチ上で表
現してきます。

バスケットボール女子
秋田北高校（初出場）

主将　伊
いとう
藤 里

り お
桜

　私達、秋田北高校女子バスケット
ボール部は秋田県予選で初優勝し、

ウインターカップの出場権を勝ち取ることができました。
このような結果を出すことができたのは、日々支えてくだ
さっている保護者の方々はじめたくさんの応援があったか
らだと思います。 
　今年の夏はウインターカップ出場に向けて技術面や体力
面を必死に鍛え、共に励まし合って練習してきました。秋
田県予選では、粘り強いディフェンスからの速攻を武器
に、相手がどこであっても自分達のやるべきことを最後ま
でやり続けたことで勝利を掴むことができました。大会ま
での残りの期間でチームの士気を高めながら、自分たちの
課題と向き合い成長できるように毎
日の練習に取り組んでいきます。 
　初めての全国大会で緊張もありま
すが、感謝の気持ちをプレーで表現
できるように、楽しみながら自分た
ちのやってきたことを出しきり、11
人全員で戦ってきます。

ラグビーフットボール
秋田工業高校（２年連続69回目）

主将　柴
しばた
田 竜

りゅうせい
成

　先日行われた第101回全国高等学校
ラグビーフットボール大会秋田県予選

で優勝し、２年連続69回目の花園への切符を勝ち取ること
が出来ました。今年度も新型コロナウイルスの影響で練習
が出来なくなり、県外での練習試合を組めずに実戦経験を
積めない状況でしたが、優勝することが出来たのは本校ラ
グビー部に携わってくださった方々をはじめとする多くの
皆様の応援や支援があったからこそだと思っています。
　昨年は全国との差を見せつけられ、ベスト16という悔し
い結果で終わりました。昨年の結果を超えられるように全
員の意識を高くして限られた時間の中で練習の質を上げ、
更にレベルアップして目標である全国制覇を達成できるよ
うに、チーム一丸となって頑張っていきます。そして、私
たちを支えてくれている方々や応援してくださる方々への
感謝の気持ちを忘れず、予
選に参加した他のチームの
思いも背負い、秋田県代表
として感動を与えることの
できる試合をしてきます。

•全国高等学校駅伝競走大会 12／26 京都府　たけびしスタジアム京都
•全国高等学校バスケットボール選手権大会 12／23～29 東京都　東京体育館/駒沢体育館
•全国高等学校ラグビーフットボール大会 12／27～１／８ 大阪府　東大阪市花園ラグビー場
•全国高校サッカー選手権大会 12／28～１／10 東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県・国立競技場　ほか
•全日本バレーボール高等学校選手権大会 １／５～９ 東京都　東京体育館
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大会概要 スケート競技会（スピードスケート） スキー競技会
開 催 地 栃木県日光市　日光市霧降スケートセンター 秋田県鹿角市　花輪スキー場
会　　期 2022年１月24日（月）～30日（日） 2022年２月17日（木）～20日（日）
テ ー マ

『スローガン』
いちご一会とちぎ国体

『夢を感動へ。感動を未来へ。』
美の国あきた鹿角国体2022
『伝えよう感動　繋げよう絆』

『スケート国体に向けて』　秋田県スケート連盟　島　本　知　克（理事長）
　昨年度のスケート国体は新型コロナウイルス感染症の影響で残念ながら参加を取りやめました。非
常に判断が難しい中で不参加という決断をせざるを得なかったことについて、特に選手たちには大変
申し訳なく思いましたが、すぐに気持ちを切り替え、前を向くことができました。
　今年度はスピードスケートの少年選手２名が参加予定で、全国トップクラスの選手が集う国体でど
れだけ戦えるかわかりませんが、自分の持てる力を十分に発揮して挑戦者としてぶつかってもらいた

いです。
　秋田県スケート連盟スピード部では、スピードスケート人口の減少に危機感をもち、平成27年度から県のタレント発掘
育成事業「ＡＫＩＴＡスーパーわか杉っ子発掘プロジェクト」に参加し、発掘・育成・強化を進めてきました。秋田から
オリンピック選手を輩出しようというこの事業で、現在タレントとして活動している11名（小学４年～高校１年）が日々
切磋琢磨しながら技術を磨いています。タレントの多くは東北、全国規模の大会で入賞するなど着実に力をつけており、
今後の活躍が大いに期待できるものと自負しています。
　また、今年度からは県のチームＡＫＩＴＡ強化・育成システムにも採用され、選抜された選手たちが合同で練習会や合
宿に参加することで、高いレベルのトレーニングを行うことができています。中学生以下ですでに国体の参加基準をクリ
アしている選手が多くいるため、今年も含め今後も国体での活躍が楽しみです。
　第77回国体開幕競技のスケートでは、その後によい影響を与えられるよう連盟が一丸となって臨みます。

《注目の選手》
渡　邉　貴　登（わたなべ　たかと）　16歳　秋田中央高校１年

○令和元年度　全国中学校スケート大会　出場　　　　　

○令和元年度　東北中学校スケート大会　1500ｍ　第５位

『冬季国体に向けて』　秋田県スキー連盟　畠　山　芳　彦（競技本部長）
　今年度も新型コロナウイルス感染症の影響で強化事業も延期、延期で遅れが生じ、秋田県の警戒レ
ベルが２に下がったことでようやく強化事業が開始。第77回国体に向けて11月下旬から本格的に雪上
トレーニングが可能となり、各セクションチームがそれぞれの練習環境を求めて各合宿地に向かった
最中、コロナウイルスの変異株「オミクロン株」の脅威に愕然としました。しかし、秋田県スキー連
盟としては、第77回冬季国体が開催されることを信じ強化に前向きに取り組み進むだけです。今年度

からスタートした『チームＡＫＩＴＡ強化・育成システム』の理念を理解し、少年組の強化を図りながら、地元国体を
「感動の渦」で埋め尽くす大会とし、選手達の最高のパフォーマンスを披露したいと思います。第77回美の国あきた鹿角
国体は、勝ちにこだわります。秋田県スキー連盟は常に天皇杯・皇后杯を勝ち取ることを目標に掲げています。今国体は
地元ですので、今まで以上に強い気持ちと信念で立ち向かいます。大会は３種目になりますので各種目の注目選手を挙げ
ながら展望を紹介いたします。
【クロスカントリー】
　成年男女は田中聖土・石垣寿美子を主軸に土濃塚悠成・本田千佳の大学生、少年男女は藤本孝輔・畠山香恋の全日本ス
キー連盟指定選手に続く各カテゴリーの選手の踏ん張りに期待です。

からスタートした『チームＡＫＩＴＡ強化・育成システム』の理念を理解し、少年組の強化を図りながら、地元国体を

いです。
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【アルペン】
　オリンピアンの生田康宏・向川桜子を主軸に成年男女の中村和司・岡本乃絵・水谷美穂、少年男女の永澤壮馬・石塚心
樹・中村祐希の実力ある選手の他に、実績のある成年Ａの大津歩夢・石塚結が何処まで意地を出してくれるか楽しみで
す。嬉しい事ですが、北京オリンピック日本代表に向川桜子・水谷美穂が選出される可能性があります。この場合、国体
出場は厳しくなります。残念ですが、その分他の選手が穴を埋めてくれるでしょう。期待してください。
【ジャンプ・コンバインド】
　成年はオリンピアンの湊祐介を主軸に馬淵源・宮﨑敬太・木村幸大、少年の成田健太・成田絆・海沼史人の全日本ス
キー連盟指定選手が意地を見せてくれると信じています。木村幸大も北京オリンピック日本代表候補です。
　この厚みのある布陣で、総合獲得点数150点を目指します。また、皇后杯は連覇がかかっていますので、これは確実に
掴み取ります。
　指導者は強気。心は暖かく。選手が最高の力を発揮できる環境作りを心掛け、日頃より応援を頂いています県民の皆
様、関係各位の皆様に選手たちの最高のパフォーマンスでもって良い結果を報告出来るよう、監督・コーチ一同頑張りま
す。

《注目の選手》
水　谷　美　穂（みずたに　みほ）　19歳　日本体育大学：ジャイアントスラローム

○2020／2021　•世界選手権団体戦ジャイアントスラローム出場
　　　　　　　•世界ジュニア選手権Ｕ18　ジャイアントスラローム優勝
　　　　　　　•ＦＩＳクラニスカゴラ（スロベニア）スラローム　３位
　　　　　　　•　　　　　　　　〃　　　　　　　　ジャイアントスラローム　２位
　　　　　　　•ＦＥＣサハリン（ロシア）ジャイアントスラローム種目別　優勝
○2019／2020　•全日本選手権（北海道）ジャイアントスラローム　３位

　★幼少期から父親とスキーに親しみ、楽しさ、醍醐味を肌で感じ成長。練習にもストイックに取り組み、実力に磨きを
かけ、負けん気が強く弱音をはかない頑張り屋さんです。

馬　淵　　　源（まぶち　みなと）　28歳　富士フイルムＢⅠ秋田㈱：スペシャルジャンプ
○2020／2021　•全日本選手権白馬大会ノーマル　10位
　　　　　　　•白馬サマーノルディックフェスティバル　１位
　　　　　　　•鹿角サマーノルディック　２位
　　　　　　　•第74回くしろさっぽろ国体　成年男子Ａ　５位
　★全国中学スキー大会の優勝を経験、ジャンプに情熱を抱き、高校はジャンプのメッカ北海道下川商
業高校に進み、諸先輩らに揉まれ逞しく成長。個人でも海外遠征に出かけ、ジャンプの難しさを実
感し、後輩達にその経験を指導している頼もしい兄貴的存在です。また、湊祐介に次ぐ選手です。

本　田　千　佳（ほんだ　ちか）　20歳　早稲田大学：クロスカントリー
○2019／2020　•世界ジュニア選手権　日本代表
　　　　　　　•第75回とやま・なんと国体　少年女子　５Ｋ　クラシカル　優勝
　　　　　　　•　　　　　 〃 　　　　　　女子リレー　３位
　　　　　　　•第69回全国高等学校スキー大会　５Ｋフリー　３位
○2018／2019　•第74回くしろさっぽろ国体　少年女子５Ｋ　クラシカル　３位
　　　　　　　•　　　　　 〃 　　　　　　リレーメンバー　３位

　　　　　　　　　　　　　　　•第68回全国高等学校スキー大会　５Ｋフリー　準優勝
　★両親もクロスカントリー選手で、特に母親は元日本代表選手。その血筋を継ぐサラブレッドであり、石垣寿美子の背
中を追う存在の選手で将来の成長が楽しみです。

【第77回国体冬季大会に向けて】
　会場となる花輪スキー場は、アルペン・クロスカントリー・ジャンプの３つの競技をすべて行うことが出来る、国内で
も屈指のスキー場であります。新型コロナウイルス感染症の影響により、全国的に多くのスポーツ大会やイベントが中止
や延期を余儀なくされておりますが、こうした状況が１日も早く収束に向かうことを願うとともに、第77回国体は感染症
対策等も講じながら安心・安全の確保に万全の準備を進めてまいります。選手の皆さんには、新型ウイルスを打ち負かす
ような素晴らしいパフォーマンスを発揮されることを期待します。
（鹿角市教育委員会　国体･インカレ事務局　事務局長　加藤卓）

　★幼少期から父親とスキーに親しみ、楽しさ、醍醐味を肌で感じ成長。練習にもストイックに取り組み、実力に磨きを

　　　　　　　　　　　　　　　•第68回全国高等学校スキー大会　５Ｋフリー　準優勝　　　　　　　　　　　　　　　•第68回全国高等学校スキー大会　５Ｋフリー　準優勝
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カヌースプリント競技　女子カヤックシングルカヌースプリント競技　女子カヤックシングル
小野　祐佳　選手（公益財団法人秋田県スポーツ協会）
　2016年10月に東京五輪を目指し、約４年間引退していた競技に復帰しました。集大成で臨んだ東京五輪レースは
34人中28位でありましたが、全力で戦ったのちに現役引退を迎えられ、幸せでした。無観客開催となりましたが、
現地ボランティアの方々のサポートはとても温かく、猛暑または雷雨のなかでも満天の笑顔と応援をくださり、閉
会式へ向かう沿道には国旗や横断幕とともに見送ってくださった多くの方の姿がありました。未だ賛否両論ありま
すが、コロナ禍で初めての五輪開催を決断した日本を、私は誇らしく思いました。閉会式では私の五輪チャレンジ
に支援してくださった地元後援会はじめ多くの方への感謝の気持ちが溢れました。地元由利本荘市の母校からの応
援ビデオメッセージや激励会等、たくさんの秋田県民のみなさまからご支援をいただいたことが大きな力になりま
した。東京大会のコンセプトにあった「多様性と調和」「未来への継承」について、世界共通、誰でも何歳でもでき
るスポーツに認められる多様性を、社会全体に落とし込み持続させていくことがオリンピックのレガシーの一つか
と思います。己を大切にしながらも互いを支え合うことができる社会を秋田県のみなさまと一緒に作っていきたい
です。

陸上競技　男子マラソン（視覚障がいT12クラス）陸上競技　男子マラソン（視覚障がいT12クラス）
熊谷　豊　選手（三井住友海上火災保険株式会社）

　東京パラリンピックの男子視覚障がいマラソンで７位に入賞することができ、大変嬉しく思っています。応援あ
りがとうございました。生まれた時から先天性無虹彩症とその合併症を患い、日常生活でできることが限られてい
ましたが、私にとって陸上競技は唯一がむしゃらに取り組むことができるものでした。自分のために始めた陸上で
したが、競技を続けるうちに地元秋田を代表する選手になりたいと考えるようになりました。高校生まで秋田で、
大学からは県外に出て競技を続けていました。社会人になり約３年間は競技から一旦離れていましたが、2013年に
東京パラリンピック開催が決定した時、競技者として出場したいと強く思いました。そこから競技を再開し、パラ
リンピック出場へ向けて練習を積み、代表選手に選出いただくことができました。パラリンピック１年延期の発表
があった時には、１年延期されたことで練習を強化できる期間が延びたと前向きに捉え、練習に励むことができま
した。レース前には、母校の城東中学校から寄せ書きや、好物の稲庭うどんを送っていただき、秋田県民の皆さま

からたくさんの応援メッセージや声援をいただきまし
た。皆さまの応援のおかげで今の実力を発揮すること
ができ、７位に入賞することができたと思っていま
す。秋田県出身の山田敬蔵選手のような日本を代表す
る選手になり、今後もパラリンピックに出場し、世界
記録を塗り替えたいと考えています。努力を積み重ね
れば可能性は無限大にあると信じ、引き続き競技を続
けます。これからも応援をよろしくお願いします。

TOKYO2020　オリンピック　パラリンピック
～　勇気と感動をありがとう vol.2　～
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←
閉
会
式
へ
向
か
う
沿
道
の
様
子

選
手
村
一
人
部
屋
の
様
子
。
ロ
ッ

カ
ー
、
ハ
ン
ガ
ー
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
、
棚
、
洗
濯
物
干
し
、
洗
濯
ネ
ッ

ト
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
掛
け

布
団
は
持
ち
帰
り
可
能
。
←

↑母校城東中学校の寄せ書き国旗と熊谷選手
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秋田県中学生強化選手の中から、将来活躍が期待される 3名の選手に競技の魅力や将来について聞きました。

Ｑ1.競技との出会い・きっかけは？
　父が先に競技をやっていて、小学２年生の時に初めてスポーツクライミングを体験し
ました。小学４年生の時に初めて大会に出たことをきっかけに本格的に始めました。
Ｑ2.競技における目標は？
　20歳までに、日本代表になることです。
Ｑ3.日々の練習で意識していることや大切にしていることは？
　常に大会のことを意識しながら登っています。また、楽しむことを忘れないように心
がけています。
Ｑ4.憧れの選手は？
　楢崎智亜選手（スポーツクライミング日本代表）です。ダイナミックな動きが格好良
く、自分もあんな風になりたいと思ったからです。
Ｑ5.印象に残っている大会とその理由は？
　第２回ボルダリング小学生競技会です。小学６年生の時に初めて出場した全国大会
で、結果は５位でしたが上位６名の決勝に進めたことが、大きな自信となりました。
Ｑ6.競技を続ける中で良かったと思うことは？
　東北各地に友達ができた事と、トレーニングで色々なジムに行ける事が楽しいです。

Ｑ1.競技との出会い・きっかけは？
　コーチをしている父や、先に競技を始めていた姉の影響でレスリングを始めました。
Ｑ2.競技の魅力・醍醐味は？
　レスリングには技が沢山あります。その技を一つ一つ覚えて出来るようになり、試合
でその技が決まったとき、なんとも言えない達成感があります。
Ｑ3.競技における目標は？
　自分が満足するまでこの競技を続けていき、様々な人にレスリングを知ってもらうこ
とです。
Ｑ4.憧れの選手は？
　伊調馨選手(元女子レスリング58㎏ 級日本代表)です。同じ東北出身の選手で、以前、
練習会場で観たときに姉妹でレスリングをしている姿を見て憧れを感じました。
Ｑ5.印象に残っている大会とその理由は？
　全国中学選抜選手権です。コロナの影響でなかなか試合ができず、中学生になってか
ら初めての大会でした。試合に勝った嬉しさや、負けた悔しさの両方を経験できたこと
が強く印象に残っています。

Ｑ6.競技を続ける中で良かったと思うことは？
　礼儀を学んだことです。レスリングはマットに上がる時と降りる時に礼をします。そして、相手と握手をして試合が始まり、試
合が終わった際にも握手を交わします。最後まで相手を尊重するという姿勢など、レスリングを通して学びました。

Ｑ1.競技との出会い・きっかけは？
　小さい頃から警察官や自衛隊に憧れていて、銃がとても好きでした。母がライフル競
技の体験会を見つけてくれて、そこで初めてビームライフルの楽しさを知ったのがきっ
かけです。
Ｑ2.競技の魅力・醍醐味は？
　初めは思うように点数が取れませんが、練習をすればするほど点数が上がっていくの
を実感し、もっと頑張ろうと思えてくることが醍醐味だと思います。
Ｑ3.競技における目標は？
　今年中には、600点を超えることです。来年行われる栃木国体で上位に入れるよう
に、毎日の練習を大切にしていきたいです。
Ｑ4.日々の練習で意識していることや大切にしていることは？
　45分間に60発撃つ競技なので、少しでも体の揺れを抑えるため、体幹トレーニングを
家でやっています。また、自己ベストを更新するために姿勢を意識しながら練習してい
ます。
Ｑ5.印象に残っている大会とその理由は？

　秋田県夏季ライフル射撃競技大会です。大会当日の会場は35℃を越えていてとても暑かったですが、その中でも集中力を切らさ
ず自己ベストを更新することができたからです。
Ｑ6.競技を続ける中で良かったと思うことは？
　自分の技術が上がってきていると実感できることや、競技を通して集中力が高くなったことです。また、普段から姿勢を意識す
るようになりました。

畠
はたけやま
山 奏

そう
大
た
　選手

（美郷中学校２年）
スポーツクライミング競技

佐
さとう
藤 芙

は
樹
ずき
　選手

（秋田北中学校２年）
レスリング競技

渡
わたなべ
邊 結

ゆう
翔
と
　選手

( 秋田北中学校 2年 )
ライフル射撃競技

さ と う は ずき

わたなべ ゆう と
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　秋田県立武道館にて「スポーツ能力測定会＆スポーツ体験会」を10月17日に開催しました。本年度は小学生も対
象として県内全域の小～中学生へ募集を行ったところ、予想を上回る申し込みがあったため、当日の参加者を抽選
で決定し実施しました。本事業では、運動能力を測定するとともに、様々な競技を体験することができ、当日は多
くの参加者で賑わっている中、マスク着用の呼びかけや、アルコール消毒の設置等、コロナウイルス感染症対策を
行いながらの開催となりました。

　スポーツ能力測定会では、一般社団法人スポーツ能力発見協会
ＤＯＳＡより、最新の測定機器を使用した6種目の測定科目から
敏捷性やジャンプ力等の様々な測定が行われました。身体の動き
をデジタルで確認することが出来るモーションキャプチャを用い
た測定結果から、自分の長所や短所を知り、自分に必要なトレー
ニングや、向いているスポーツなどのアドバイスを受けました。
　測定を行った参加者からは､｢これから自分がやりたい競技を探
していくためにとても参考になった｣｢今やっている競技をうまく
なっていく上で、自分に足りない所がよく分かった」といった声
がありました。
　子どもたちには、今回のような体力測定の機会を通じて、改め
て自分の特徴を知ることにより、今後の競技選びや、自身が行っ
ている競技の糧にして欲しいと思います。

　スポーツ体験会では、バレーボール、ラグビーフットボール、セーリン
グ、弓道、アーチェリー、空手道、ライフル射撃、トライアスロン、ゴル
フ、バドミントン、新体操、スキー、フィギュアスケート、飛込、トランポ
リン、ボッチャの計16競技団体が参加し、子どもたちに対してそれぞれの競
技について丁寧に教えながら、体験会を行いました。
　多くの子どもたちが様々な競技を体験でき、終了後のアンケートからは
「前から興味があったスポーツの用具に触れることが出来て、とてもワクワ
クした｣､｢今日のような体験会を秋田県の色々な場所で、沢山開催して欲し
い」といった回答がありました。実際に競技を体験していくことで、その競
技を始めるきっかけになったり、子どもたち自身が気付いていなかった才能
を発見したりすることができ、今後の競技人生に良い影響を及ぼすのではな
いかと思います。
　今後もスポーツ能力測定会やスポーツ体験会を通して、更なる本県の競技
力の向上はもちろんのこと、新しくスポーツを始める子どもたちが増えるよ
うに取り組んで参ります。

ロードバイクに挑戦！（トライアスロン）

姿勢から学びます！（弓道）

現役の高校生と一緒に！（新体操）

スポーツ体験会の様子

よーく狙って！（アーチェリー） ロードバイクに挑戦！（トライアスロン）

一球入魂！（バレーボール）一球入魂！（バレーボール）

姿勢から学びます！（弓道）

現役の高校生と一緒に！（新体操） よーく狙って！（アーチェリー）

スポーツ能力測定会の様子
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第１弾　パフォーマンステスト～令和３年11月３日（水）開催～
　国内外で活躍できるトップアスリートを育成するため、科学的根拠に基づいた運動能力テスト「パフォーマンステスト」
を実施し、選手に自身の課題を自覚させ自発的な弱点克服への取り組みを促しました。昨年同様、新型コロナウイルス感
染症対策を十分に講じた上で、規模を縮小した形での開催となりました。参加した秋田県中学生強化選手 62 名と、チー
ムＡＫＩＴＡ強化・育成システム指定競技の高校生選手 58 名は、感染症対策を徹底したうえで、測定に臨みました。

　体力測定では、選手たちは自身の課題を把握するため、体力要素別に分類された９項目を真剣に取り組んでいました。
測定結果を分析・検証してくださった広瀬統一講師（早稲田大学スポーツ科学学術院教授）からは、持久力は全国に比べ
て高い能力があったが、アジリティ能力やスピード・パワーについては、更なる働きかけが必要とアドバイスをいただき
ました。また、メンタルテストも実施され、競技中の心理状態を確認し、佐藤陸講師（秋田県スポーツ科学センター　メ
ンタルトレーニングアドバイザー）から指導を受けました。選手は、後日郵送されたフィードバック票で、自分の強みや
弱みを確認しました。定期的な体力測定やメンタルテストは、現段階の競技力を可視化し、具体的な目標値の設定や、疲
労及び怪我を早期発見するためにも非常に有効なデータとなります。このパフォーマンステストを通じ、基礎体力の向上
が競技力の向上につながることを選手が認識し、自身の競技に活かしてほしいと思います。選手は令和４年２月 23 日（水）
に開催予定の「競技力向上研修Ⅱ」で課題克服のためのトレーニングを実施し、来シーズンを迎えます。

第２弾　指導者研修～令和３年11月23日（火）開催～
　パフォーマンステストで浮き彫りとなった課題は、本プロジェクトの第２弾となる「指導者研修」で指導者と各競技団
体強化担当者が共有し、今後の指導の手がかりとしました。研修には、18 競技 42 名の指導者が一堂に会し、学びを深め
ました。パフォーマンステストの結果をもとに講義をしてくださった広瀬統一講師は、「個々によって、改善すべき要素
を焦点化することが大事。選手の特徴を把握して、何をするかを考えるのが指導者の役割である。そのきっかけとなるの
が体力測定なので、測定結果を積極的に活用してほしい。」とアドバイスされました。また、「アスリートとして、全体的
な体力要素を高めることは重要だが、年齢が上がり専門性が増すほど、その選手に必要な体力要素に絞って、その部分を
全国レベルに引き上げるということも必要だ。」と、競技特性の分析をする重要性を強調されました。

　また、午後からは三枝大地講師（日本オリンピック委員会ナショナルトレーニン
グセンター　バレーボール専任コーチングディレクター）から「育成年代のコーチ
ングとマネジメント」と題して、講義をしていただきました。三枝講師は、スポー
ツインテグリティの観点にも触れながら、海外やＵ 18 女子日本代表チームでの指導
経験をもとに様々なエピソードを紹介し、「育成年代のコーチングは、選手に自主性
を促し、本人が持つ目標設定に向けてモチベーションを高めることであり、指導者
が何を言ったかではなく、選手にどう伝わったかを意識してほしい。」とお話されま
した。また、「いかに『問い』を投げかけられるかで、その後の選手の成長が変わる
ため、傾聴・承認・質問のスタンスを持ち続けられる指導者であってほしい。」とエー
ルを送りました。参加者からは、「指導者は選手の未来に触れることができる特権が
あるという言葉に心を打たれた。だからこそ指導者が夢を持ち、志を語れる大人で

ありたい。」など、決意を新たにする声が多くあがりました。

50ｍ３往復走

分析結果を講義する広瀬講師

熱いメッセージを送る三枝講師

開脚テスト

トレーニングのポイントも解説

垂直跳び

活用するため動画を撮影する参加者

50ｍ３往復走

分析結果を講義する広瀬講師

熱いメッセージを送る三枝講師

開脚テスト

トレーニングのポイントも解説

垂直跳び

活用するため動画を撮影する参加者
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　本会では、平成 28 年７月に厚生労働大臣から無料職業紹介事業の認可を受け、スポーツ推進課内に「秋田トップアスリー
ト無料職業紹介所」を設置し、ＪＯＣ（公益財団法人日本オリンピック委員会）の就職支援制度「アスナビ」をモデルに、
本県におけるアスリートと企業等のマッチングサポート事業を展開しております。
　これまで100人余りのアスリートの就活サポート及びマッチングをして参りました。このうち秋田県からの受託事業『ア
スリート競技活動サポート事業』に 14 名のトップアスリートが適用されております。
　この度のセミナーはコロナ禍の中で２年振りのホテル開催であり、またコロナ対策として、時間短縮・人数制限としホ
テル参加又はオンライン参加のハイブリット形式での開催となりました。オンラインでは県南及び県北からの参加企業も
あり、コロナ禍ならではの効果もありました。

《2021アスリート支援・企業セミナー》
令和３年 11 月 16 日（火）14：00 ～ 15：30　　於：ホテルメトロポリタン秋田

主催　秋田県・公益財団法人秋田県スポーツ協会

主催者挨拶
　　　　秋田県観光文化スポーツ部 スポーツ振興課　課長　佐々木重夫
　　　　公益財団法人秋田県スポーツ協会　 　　　　会長　鶴田　有司
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第一部　採用事例紹介
　　　　【テーマ】 ①仕事と競技の両立　②スポーツと経営　③若者雇用促進と女性の活躍推進
　　　　　《事例－１》
　　　　　　佐伯　美空選手（ボート）秋田県出身　2020.4.1 入社
　　　　　　　　所属　　株式会社加藤建設　男鹿市払戸
　　　　　　　　同席者　代表取締役　加藤　正己
　　　　※「アスリート競技活動サポート事業」適用
　　　　　《事例－２》
　　　　　　野田頭　千博選手（ラグビー）青森県出身　2021.4.1 入社　秋田ノーザンブレッツ RFC
　　　　　　大島　璃来選手（ラグビー）秋田県出身　2021.4.1 入社　秋田ノーザンブレッツプレアデス
　　　　　　　　所属　　伊藤工業株式会社　秋田市雄和
　　　　　　　　同席者　代表取締役社長　伊藤　満
第二部　事業説明
　　　　『アスリート競技活動サポート事業』について
　　　　　　公益財団法人秋田県スポーツ協会　アスリート就職推進アドバイザー　佐々木　功
第三部　お疲れ様でした　秋田のオリンピアン（東京 2020）
　　　　　　佐藤　彩乃選手（カヌー）　株式会社秋田病理組織細胞診研究センター
　　　　※「秋田県アスリート競技活動サポート事業」適用第一号およびオリンピック出場内定第一号

県スポーツ振興課　課長　佐々木重夫 県スポーツ協会　会長　鶴田有司 オンライン風景県スポーツ振興課　課長　佐々木重夫 県スポーツ協会　会長　鶴田有司 オンライン風景
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第一部　採用事例紹介
テーマ　　①仕事と競技の両立　　②スポーツと経営　　③若者雇用促進と女性の活躍推進

株式会社加藤建設（男鹿市払戸）　出演者　加藤正己社長／ボート 佐伯美空選手（工事部所属）

伊藤工業株式会社（秋田市雄和）　
　出演者　伊藤満社長／ラグビー 野田頭千博選手（土木部所属）／ラグビー 大島璃来選手（建築部所属）

▶一部振り返り
　この度のセミナーテーマは①仕事と競技の両立②スポーツと経営③若者雇用促進と女性の活躍推進です。
　アスリートの就職支援の要は『仕事と競技の両立』であります。アスリートも企業も共にWin-Win でなければなりま
せん。第一部の紹介事例においては、両社それぞれにおいてテーマごとの取組みを披露していただきました。両社に共通
することは、スポーツを基盤とした若者雇用の促進、ジェンダーフリーがいわれる昨今、女性技術者の活躍推進など、若
者の雇用定着に力をいれていることであります。人材確保難の県内企業において、参加企業の皆さんからも大きな関心が
寄せられております。株式会社加藤建設、加藤正己代表取締役の『社業を通じてのスポーツと地域貢献・社会貢献』。伊
藤工業株式会社、伊藤満代表取締役社長の『スポーツをテーマに健康経営の推進』はいずれも、スポーツの力と企業の在
り方においてのこれからを考えるいい機会となりました。

第三部　オリンピアントーク　（東京 2020）佐藤彩乃選手　カヌー カナディアンシングル

　佐藤彩乃選手（カヌースラローム　カナディアンシングル）　株式会社秋田病理組織細胞診研究センター
　秋田県勢　五輪出場内定第一号／アスリート競技活動サポート事業　五輪出場第一号
　司会のシャバ駄馬男さんとのトークで東京 2020 体験を楽しく語ってくれました。今後の活躍に期待しております。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
■事業の問い合わせ
　「秋田トップアスリート無料職業紹介所」公益財団法人秋田県スポーツ協会　スポーツ推進課内
　Tel 018-864-8094　Fax 018-864-5752　担当：アスリート就職推進アドバイザー　佐々木功
　HP　http:// ｗｗｗ .akitaikyo.or.jp./job/　Facebook「アスサポアキタ」
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【地区交流会】当初の事業計画では、８人制ビニールバレーボール全県決勝大会に向け、県北地
区、県央地区、県南地区で予選会を行う予定でした。しかし、新型コロナウイルス感染拡大の県
独自の警戒レベルが４に引き上げられたため、警戒レベルが下がるまで県央地区と県北地区の開
催は大幅に延期になりました。また、全県大会は会場確保が困難で中止になりました。

●県南地区クラブ交流会《７月10日（土）／県南地区総合型クラブ連携事業》
［主管クラブ］せんぼくスポーツクラブ
［会場］大仙市ふれあい体育館
［参加状況］８クラブ参加、参加数80名
［事業内容］８人制ビニールバレーボール／旧池田氏庭園内ウォーキング

●県央地区クラブ交流会《10月31日（日）／県央地区総合型クラブ連携事業》
［主管クラブ］男鹿市総合型地域スポーツクラブ
［会場］男鹿市総合体育館
［参加状況］２クラブ４チーム参加、参加数50名
［事業内容］８人制ビニールバレーボール

●県北地区クラブ交流会《11月28日（日）／県北地区総合型クラブ連携事業》
［主管クラブ］あいあいクラブたかのす
［会場］北秋田市鷹巣体育館
［参加状況］７クラブ９チーム参加、参加数102名
［事業内容］８人制ビニールバレーボール

　昨年は新型コロナウイルス感染拡大のため中止でした。本来であれば、毎年５月の最終水曜日に実施され、人口規模がほぼ同じ自治
体同士で、15分間以上継続して運動やスポーツを行った住民の参加率を競い合うというルールで行う住民総参加型の大イベントです。
秋田県は20市町村が参加し、対戦ありが９市町村、オープン参加が11市町村でした。参加市町村が例年の大規模イベントを控え、規模
縮小で運動やスポーツ種目を行いました。県内の参加者が107,990人で県総人口に対して12.9％の参加率でした。当協会は、例年の参加
市町村への応援派遣はできませんでしたが、当協会及び県スポーツ科学センター、県スポーツ振興課の各職場ではチャレンジデー一色
で盛り上げました。

大仙市ふれあい体育館（７/10）

男鹿市総合体育館（10/31）

北秋田市鷹巣体育館（11/28）
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★登録・認証制度について
　総合型地域スポーツクラブ（以下､｢総合型クラブ」という｡)が、より公益性の高い「社会的な仕組み」として、
永続的に充実した活動が行えるよう、第２期スポーツ基本計画（平成29年3月24日文部科学大臣策定）に基づき、
日本スポーツ協会と都道府県体育・スポーツ協会が関係団体と連携し、整備しました。
　この制度は、活動実態や運営実態、ガバナンス等についての要件を基準としており、総合型クラブが地方自治体
等とパートナーシップを構築し、公益的な事業体としての役割を果たしていくためのものです。

★「登録」と「認証」について
　登録とは？　総合型地域スポーツクラブ全国協議会が定める登録基準を満たしていると認められる総合型クラブ

を登録クラブとして認定することです。
　認証とは？　総合型地域スポーツクラブ全国協議会が定めるタイプ別の認証基準を満たしていると認められる登

録クラブを認証することです（例：「介護予防」、「子育て支援」等）。登録クラブが自らの希望により
申請するもので、１クラブが複数のタイプの認証を受けることもできます。※認証に関する制度
は、現時点では未整備

★登録・認証制度　Ｑ＆Ａ
Ｑ１．クラブが登録することでメリットはありますか。
Ａ１．地域住民や国民への認知度が向上し、社会的な仕組みとして確立され、これらによって企業とのより一層の

連携が図られることが期待できます。

Ｑ２．クラブが登録する際にクラブマネジャーやアシスタントマネジャーの資格が必要ですか。
Ａ２．必要になります。ただし、当面の間は移行措置として本基準が満たされないことを理由に、登録不可とする

ことはありません。

Ｑ３．クラブマネジャーやアシスタントマネジャーの資格を取得する際の費用を補助してもらえますか。
Ａ３．個人の資格になりますので受益者負担となります。ただし、県内で講習会が開催できるように検討はしてい

く予定です。

Ｑ４．定期的に行うスポーツ活動は年間12回以上とあるが、基準を詳しく知りたいです。
Ａ４．定期的（年間で12回以上）なスポーツ活動を２種目以上実施していることが条件となります。

Ｑ５．いくつかのクラブが合併して登録することは可能ですか。
Ａ５．可能です。一つのクラブ団体として運営を一本化することが必要です。

Ｑ６．登録しないクラブは解散しなければならないですか。
Ａ６．解散する必要はありません。県がこれまで行っていた支援も継続して行います。

Ｑ７．登録しないと「総合型クラブ」の名称を使用できなくなりますか。
Ａ７．使用できます。クラブの名称を変更する必要はありません。あくまでも「日本スポーツ協会による登録・認

証制度上の総合型クラブではない」ということであり、「総合型クラブではない」ということではありませ
ん。

Ｑ８．登録しないで今までどおりの活動を続けた場合の扱いはどうなりますか。
Ａ８．今までどおり活動を続けてもらっても全く問題はありません。ただし、新連絡協議会（仮称）から、全国協

議会に関連する各種案内や情報提供は原則としてなくなりますのでご了承下さい。

Ｑ９．現在の「県連絡協議会」はどうなりますか。また、登録しないクラブは何か別の会に加入することになりま
すか。

Ａ９．いずれも３月までに役員会、総会を開催し、県連絡協議会で決定します。

令和４年４月１日
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株式会社秋田情報プリント
株式会社男塾
株式会社財産コンサルティング
株式会社東北エレベーターサービス
株式会社日産サティオ秋田

株式会社武士道
株式会社松原印刷社
純成塗装店
税理士法人MIRAI
ファイオン株式会社

有限会社クリック
豊興産株式会社
吉田ビニール株式会社 

【法人会員】

秋　元　昌　貴
安　藤　　　進
一　関　俊　和
伊　藤　　　彊
上　野　　　満
尾　形　　　隆
加　藤　時　子
金　子　良　雄
熊　谷　金次郎

佐々木　岩　男
佐　藤　卯兵衛
佐　藤　重　満
佐　藤　有　一
田　原　隆　雄
中　村　六　郎
奈　良　正　人
西　村　悦　子
半　田　祐　毅

福　原　幸　成
茂　木　秀　悦
山　内　輝　誠
米　塚　善之助
若　狭　良　博
渡　部　　　聡
渡　邉　　　剛
渡　邉　正　典

【個人会員】

※五十音順（敬称略）
　12 月 10 日受付まで

８月
　　30日　県特別支援学校体育連盟は第20回記念特別支援学校総合体育大会を中止すると発表

９月
　　５日　東京パラリンピック マラソン男子視覚障がいT12クラスに出場した熊谷豊（金足農業高出身）が７位
　　10日　陸上の世界選手権男子50㎞競歩で銅メダルを獲得した小林快（秋田工高出身）が今季限りで現役引退を

発表
　　16日　フェンシングの第74回全日本選手権女子エペで成田琉夏（聖霊高出身）が３位
　　19日　第37回全国小学生陸上競技交流大会の６年男子100mで佐藤京介（仙南小６年）が準優勝

10月
　　２日　バイアスロンのサマー日本選手権２日目、スプリントの女子7.5㎞ で立崎芙由子（米内沢高出身）が優

勝、佐藤葵（秋田北鷹高－早大出身）が３位、男子10㎞ で立崎幹人（小坂町出身）が２位
　　３日　バイアスロンのサマー日本選手権最終日、スプリントの女子7.5㎞ で立崎芙由子（米内沢高出身）が優

勝、男子10㎞ で立崎幹人（小坂町出身）が優勝

　秋田県スポーツ協会の賛助会員として、事業推進にご協力いただいております皆様のご芳名を掲載し、謹んで謝
意を表しますとともに、引き続きご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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永年にわたり、本県スポーツの発展、振興に寄与されましたご功績を称え、
謹んでご冥福をお祈りいたします。

渡　邉　正　典　氏　元本会専務理事　　令和３年９月30日　御逝去

訃報

○創刊号から数えて区切りの第 200 号発行を迎えることができた。ひとえに県内スポーツの振興発展に尽力された
先人や県民の皆さんの理解と協力の賜であり、ただただ感謝である。
○いま世界は新型コロナウイルスとの戦いの最中であり、社会全体が閉塞し内向きで、国内外の大規模スポーツ大
会の開催が見送られるような未曾有の危機的状況が続いている。
○本号発行を契機として、スポーツの持つ力が大きな灯火となり、多くの皆さんに勇気と元気と希望を届けること
ができるよう、心新たに本県スポーツの振興発展に取り組むことをお誓いしたい。

専務理事　齊藤　譲

編集編集
後記後記

想像から創造へ
あらゆるニーズにお応えする （印刷・製本）

〒010-0951 秋田市山王七丁目 5-29
TEL 018-862-8760　 FAX 018-863-0005
URL http://www.matsubarainsatsu.co.jp

　　11日　プロ野球ドラフト会議で風間球打（明桜高３年）がソフトバンクホークスから１位指名を受け、小木田
敦也（TDK）がオリックスバッファローズから７位で指名を受けた

　　16日　バドミントンの団体世界一を争う国・地域別対抗戦に出場の松本麻佑（北都銀行）が準優勝に貢献
　　17日　陸上の第18回田島直人記念女子400m障害で関本萌香（大館鳳鳴高出身）が優勝。女子ハンマー投げで

小舘充華（花輪高出身）が準優勝
　　27日　中嶋聡監督（旧鷹巣農林高出身）率いるオリックスバッファローズが25年ぶり、パリーグ優勝

11月
　　２日　ブラウブリッツ秋田社は傘下に総合型地域スポーツクラブを設け、子ども向けのバレーボールクラブを

運営すると発表
　　３日　県などが指定する秋田県中学生強化選手等を対象に運動能力を測定する「パフォーマンステスト」を開

催
　　６日　フェンシングの第74回全日本選手権男子フルーレで安部慶輝（秋田緑ヶ丘病院）が準優勝
　　13日　カヌーの日本スラローム選手権男子カナディアンシングルで佐々木将汰（万六建設）が準優勝。女子カ

ナディアンシングルとカヤックシングルで三島廉（万六建設）が準優勝
　　15日　日本バスケットボール協会は、2023年男子ワールドカップアジア１次予選組の日本代表候補に秋田ノー

ザンハピネッツの古川孝敏選手を選出。前田顕蔵ヘッドコーチがアシスタントコーチに就任
　　16日　横浜DeNAベイスターズの進藤拓也（西仙北高出身）が現役引退を発表
　　　　　2021アスリート支援・企業セミナーを開催
　　21日　バドミントンのインドネシア・マスターズ 女子ダブルスで志田千陽（八郎潟町出身)・松山奈未組が優

勝
　　23日　県内競技団体の強化担当者を対象とした指導者研修を開催
　　24日　来年３月に開催予定だった第50回魁星旗争奪全国高校勝抜剣道大会・第30回魁星旗争奪全国高校女子剣

道大会を2023年３月に延期し、代替大会を来年３月27日に開催すると発表
　　26日　由利本荘市スポーツ大使に東京2020オリンピック カヌー女子カヤックシングル200ｍに出場の小野祐佳

（県スポーツ協会）が就任。また、同市ボートプラザアクアパルに展示コーナーを開設
　　27日　県スポーツ協会は第21期秋田県中学生強化選手として５競技46人の指定を発表
　　28日　バドミントンのインドネシア・オープン 女子ダブルスで志田千陽（八郎潟町出身)・松山奈未組が優勝
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秋田県内 DOWAグループ

地球を舞台とした事業活動を通じて、

豊かな社会の創造と資源循環型社会の構築に貢献します。

コマツ秋田株式会社

佐田建設工業有限会社

株式会社ツルタック

明治安田生命保険相互会社秋田支社

秋田信用金庫

株式会社秋田銀行

花岡土建株式会社

山二建設資材株式会社

Offi  cial Partner

Offi  cial Supporter
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スポーツ  合宿  研修 … に
ア 　 リ 　 ー 　 ナ　 宿　　　泊　　　室
トレーニングルーム　 ミーティングルーム
温　水　プ　ー　ル 　温 　 泉 　 浴 　 場
研　　　修　　　室　　    （サウナ有）

〒016‐0014　秋田県能代市落合字下台２番地１
JR能代駅から車で10分

TEL 0185（54）9200　FAX 0185（54）2322

株式会社 ・ ・ 「 ’ スポーツクラブ」

号店：土崎教室 号店：雫石教室号店：御所野教室

‐ ‐ ‐

☆★☆ 歳から 歳代までの体操教室！大人の健康運動教室やヨガ教室も大人気☆★☆

テーマ【体験・経験・発見】 バク転を体験して難しい技を経験して新しい発見を見つけませんか？？？

【出張レッスン承り中！県内、東北、全国どこへでもエアートランポリンを持って行きます】

資源を活かして地域社会に貢献

砕石・生コン製造販売業

堀江建材株式会社
代表取締役　鈴 木 泚 士

秋田県大館市中道三丁目１番50号
ＴＥＬ 0186-49-0280
ＦＡＸ 0186-43-0002

輝きを　汗に　瞳に　このまちに
能代山本スポーツリゾートセンターアリナス

株式会社松　田  　　

株式会社湯沢生コン

株式会社丸栄建設

株式会社出羽運輸　

株式会社エイコウ物産  　

本　社 / 湯沢市字鶴舘 39-4　TEL.0183-73-0188

地域の発展とともに

松田グループ

事業内容─────────────────────
会社財務・決算・記帳代行・税務相談・経営助言・
相続・贈与・事業承継対策・医療法人経営指導税務対策

　　　　　   税理士法人

　　　  秋田税経プランニング
　　　　　税理士  髙　橋　真　一
　　　　　税理士  菅　谷　　　浩

本　　店／秋田市南通亀の町４番９号  　　Tel.018-833-4022
菅谷会計／秋田市土崎港東二丁目16番24号  Tel.018-845-5648

ナイスアリーナで

合宿してみませんか。

施設内には合宿棟も

あります！

  由利本荘総合防災公園　ナイスアリーナ
　　〒０１５ｰ００１３

　　秋田県由利本荘市石脇字田尻野１８番地
　　（国道７号線沿い　ハローワーク本荘様向い）
　　ＴＥＬ：０１８４ｰ２２ｰ０００１
　　ＦＡＸ：０１８４-２５ｰ７０８０
　　ＨＰ：https://shisetsu.mizuno.jp/m-7619
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